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【令和６(2024)年度 事後評価結果】 

評価 評価基準 

○ A＋ 期待以上の成果があった 

 A 期待どおりの成果があった 

 A－ 一部十分ではなかったが、概ね期待どおりの成果があった 

 B 十分ではなかったが一応の成果があった 

 C 期待された成果が上がらなかった 

（研究の概要） 

 本研究は、官能基をうまく導入した、ラセン状ポリアセチレンの高感度ラセン誘起、高効率ラセン記

憶、迅速ラセン反転、高度不斉増幅など、低分子キラル化合物では見られない特徴を巧みに使って、新

しいキラル分離材料、キラル触媒、キラル検出材料などの機能創出を目標としている。 

（意見等） 

多数のラセン高分子を合成し、超高速ラセン誘起、ラセンの記憶、極微量・超低光学純度の試料での

キラリティ検出、キラルリトマス紙などへの応用展開等、研究計画に沿った優れた成果が得られた。こ

れに留まらず、水中での著しい不斉増幅を伴った超遠隔ラセン誘起と記憶の発見、究極機能の実現を可

能にする記憶高分子 cis-PDPAの合成、ラセン反転する動的ラセン高分子が DNA より優れたスピン偏極

応答を示すことの発見など当初の計画にない興味深い成果も得られており、期待以上の成果があった。 


